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糸島市長 月形 祐二 様 

 

糸島市子どもの権利委員会 

                             委員長 田北 雅裕 

 

 

糸島市こどもの権利条例（案）について（答申） 

 

令和４年 11 月 28 日付け４糸子支第 1301 号にて諮問のあった、子どもの権利の保障に

関する調査及び子どもの権利に関する条例（案）について、別添のとおり答申します。 

 なお、条例の答申にあたり、次の事項に十分配慮いただくことを要望します。 

 

記 

 

今回諮問された糸島市こどもの権利条例（案）は、すべての子どもが自分らしく、健や

かに育つための、子どもと大人の基本理念や役割等を定めたものです。この条例の理念の

もと、糸島市の子どもに関わるすべての政策が、子どもの意見が反映されたものとなり、

子どもが主体的に様々な学びや活動を行うことで、健やかに成長できる、子どもにやさし

いまちづくりが推進されることを期待します。 

 

１ 子どもが相談できる環境の推進について 

  児童の権利に関する条約、こども基本法及び本条例（案）においても、子どもが様々

な場で意見を表明する権利が保障されることが定められています。 

  本条例を策定するにあたり実施した子どもへのアンケートや子どものワークショ

ップでは、市・学校に相談する窓口があったとしても、相談できず悩みや不安を一人

で抱え込んでしまうとの意見がありました。 

  市の相談・救済機関に子どもが相談しやすい工夫を行っていただくことはもちろん、

市民が子どもの身近な相談相手となるような人材の育成や、場所の確保がなされるよ

う、今後の施策に反映していただきたい。 

 

２ 条例の推進にあたって 

  本条例の理念を子どもと大人が理解できるよう、工夫して周知・啓発を行うととも

に、糸島市の子ども・子育て施策が充実したものになるために、実効性がある推進計

画を策定していただきたい。 

                                    以上 


